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序スペイン刑法の研究を始めてすぐ, スペイン刑法学の専門用語が日本語
にほとんど未訳であり定訳がないことに気づかされた
(１)
｡ そこで, 今後の比
較法研究の便宜のために, スペイン刑法学の専門用語を日本刑法学のそれ
に対応する部分について翻訳して掲載することにした｡ この用語集は, 自
分のためのものでもあり, また今後スペイン刑法を研究する者のためのも
のでもある｡
用語の並び方は, 基本用語に続けてスペインにおいて一般的な犯罪論体
系の順序に従って分類し, 同一分類内においてはアルファベット順とした｡
本格的な辞典ではないので, 術語数を絞り, スペイン刑法の教科書の目次
に登場するものを中心に用語を選択して採録した｡ また, 各論の用語を採
録するとあまりにも膨大な量になるので, 用語の採録範囲を刑法の基礎と
総論部分に限定した｡ 必要と思われる範囲で派生語を載せたが, その際は
基本語の次の項目にダッシュを入れ, 基本語を省略せずに繰り返して示す
ことにした｡
また, ドイツ刑法学の用語も併せて掲載することにした｡ それは, 日本
刑法学用語にせよ, スペイン刑法学用語にせよ, ドイツ刑法学用語に由来
する場合が多く, ドイツ語を併せて掲載した方が理解の助けになるからで
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ある
(２)
｡ ただし, スペイン刑法特有の用語であり, 日本でもドイツでも専門
用語として適切な訳語がない場合は, 一般用語をもってこれに当てた｡
なお, ここに掲載されているのはスペイン刑法の用語であって, スペイ
ン語圏刑法の用語でないことに注意が必要である｡ 本用語集作成にあたっ
てはラテンアメリカの刑法文献をまったく参照していない｡
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基本的法制度・刑法の基礎
スペイン語 日本語 ドイツ語 備考
bien 	 法益 Rechtsgut
causalismo 因果論 Kausalismus ｢結果無価値論｣ に近
い用法の場合も｡

	penal 刑法典 Strafgesetzbuch CP と略される 特定
の刑法典を指すときは
大文字で書き起こす｡
例 ： 
	 Penal
	(スペイン刑
法典)
		 犯罪学 Kriminologie
defensa social 社会防衛 Sozialverteidigung
delito 犯罪 Delikt /Verbrechen 2015年までは ｢軽罪｣
と区別された ｢重罪｣
という意味でもあった｡
参照) falta
―delito consumado 既遂犯 Vollendungsdelikt /
Vollendung
―delito especial 身分犯 Sonderdelikt
―delito de 
 侵害犯 Verletzungsdelikt
―delito de peligro 危険犯  後ろに “abstracto” を
つけると抽象的危険犯,
“concreto” をつける
と具体的危険犯｡
derecho 法・権利 Recht 法という意味も, 権利
という意味も｡ もちろ
ん右という意味も｡
derechos humanos 人権 Menschenrechte
derecho penal 刑法 Strafrecht DPと略す｡
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derecho procesal
penal
刑事訴訟法 Strafprozessrecht /
Strafprozessordnung
doctrina 学説 Lehre / Doktrin
―doctrina
dominante
通説 herrschende Lehre
	
 解釈学・教義学 Dogmatik
elemento 要素 Element /Merkmal
escuela 学派 Schule
―escuela 		
 古典学派・旧派 klassische Schule
―escuela positiva 近代学派・新派 moderne Schule 直訳すれば実証学派
falta ①軽罪
②欠落
①Vergehen
②Fehelen /Mangel
①現在, 重罪・軽罪の
二元主義は廃止され,
犯罪はすべて delitoに
なった｡ ただし, 軽い
罪については, 現在で
もなお delitos leves
(軽い罪) が規定され
ている｡
参照) delito
②要件が欠ける場合な
どに頻出｡
finalismo 目的的行為論／
目的主義
Finalismus 広義には ｢行為無価値
論｣ に近い用法も
funcionalismo 機能主義 Funktionalismus
hecho ①所為
②事実
①Tat
②Tatsache
(犯罪) 事実という意
味も (広義の) 行為と
いう意味も｡
injusto 不法 Unrecht
jurisprudencia ①判例・司法
②法学
①Rechtssprechung /
Judikatur
②Rechtswissenschaft
学説理論と対比された
｢判例｣ の意味で使用
されることが多い｡
ley 法律 Gesetz
ley 	
 法律／組織法 Gesetz 基本的権利・公的自由・
自治州憲章・選挙区制
度等に関する重要な法
律は, 組織法と呼ばれ,
成立のための議会の絶
対的過半数の要求, 委
員会への委任の禁止,
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内閣への委任の禁止な
どが憲法によって定め
られている｡
libertad 自由 Freiheit
naturaleza 性質 Natur
―naturaleza
	
法的性格 Rechtsnatur
norma 規範 Norm
―norma de

		
評価規範 Bewertungsnorm
―norma de
	
決定規範 Bestimmungsnorm
parte general 総論 allgemeiner Teil 引用文献が 『刑法総論』
の教科書である場合
PGと略される
parte especial 各論 besonderer Teil 引用文献が 『刑法各論』
の教科書である場合
PEと略される
persona 	 法人 juristische Person
p de
inocencia
無罪推定 Unschuldsvermutung
politica criminal 刑事政策 Kriminalpolitik
principio de
culpabilidad
責任主義／責任
原理
Schuldprinzip
principio de
legalidad
罪刑法定主義 Gesetzlichkeitsprinzip
requisito 要件 Erfordernis
sentencia 判決 Entscheidung /Unrteil
	 学説 Theorie
	del delito 犯罪論 Verbrecheslehre
tribunal 裁判所 Gericht
―Tribunal Supremo 最高裁判所 Oberster Gerichtshof TS と略す｡ 最高裁判
決は STS (Sentencia
de Tribunal Supremo)
と表記する｡
voluntad 意思 Wille
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構成要件該当性 (主観的要素を含む)
スペイン語 日本語 ドイツ語 備考
 行為・作為 Handlung 不作為を含む場合も,
不作為と対比する場合
も｡
autor ①行為者
②論者
①	

②Autor / Verfasser
両方の意味で頻出する｡
causalidad 因果関係 		
―causalidad
		
仮定的因果経過 hypothesischer
Kausalverlauf
conducta 行動・行態 Verhalten 特に作為と不作為の上
位概念として｡
culpa 過失 
	 学説上使用されること
があるが, 条文上は使
用されていない｡
imprudencia参照｡
dolo 故意 Vorsatz ⇔imprudencia
―delito doloso 故意犯 Vorsatzdelikt
error 錯誤 Irrtum
―error de tipo 構成要件の錯誤 Tatbestandsirrtum
―error de

禁止の錯誤 Verbotsirrtum
imprudencia 過失 
	 ⇔dolo
imprudenciaと culpaは
まったく同じ意味であ
り, 学説上も同一に用
いられるが, 現行刑法
は｢責任(culpabilidad)｣
との区別の容易さもあっ
て条文に imprudencia
の方を採用している｡
―delito imprudente 過失犯 
	
	
objeto 客体, 対象 Objekt / Gegenstand
 不作為 Unterlassung
―impropio 不真正不作為犯 unechtes
Unterlassungsdelikt
―propio 真正不作為犯 echtes
Unterlassungsdelikt
puraあるいは
simple とも
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peligro 危険, (法益の)
危殆化
Gefahr / 	

peligrosidad 危険性 
riesgo 危険 Risiko
―riesgo permitido 許された危険 erlaubtes Risiko
resultado 結果 Erfolg
sujeto 主体 Subjekt 行為主体という意味に
おける ｢犯人｣ の意も｡
tipicidad 構成要件該当性 

tipo 構成要件 Tatbestand 原意としては ｢定型｣
である ｡ 形容詞は
-a｡
違法性
スペイン語 日本語 ドイツ語 備考
	
social 社会的相当性 soziale 	


de deberes 義務の衝突 Pflichtenkollision
antijuridicidad 違法性 Rechtswidrigkeit
consentimiento 同意 Einwilligung /
Zustimmung
disvalor 無価値 Unwert desvalorとも｡
―disvalor de 
 行為無価値 Handlungsunwert disvalor-
(無価値
行為) との表現でその
実体を表現することも｡
―disvalor de
resultado
結果無価値 Erfolgsunwert disvalor-resultado (無
価値結果) との表現で
その実体を表現するこ
とも｡
inminencia 急迫性, 現在性 
 actualidad (現在性)
とも｡
	
 正当化 Rechtsfertigung
defensa 正当防衛 Notwehr 語感としては, ドイツ
語の Notwehr (緊急防
衛) ではなく, 日本語
の ｢正当防衛｣｡
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estado de necesidad 緊急避難 Notstand 直訳すれば ｢不可避の
状態｣ あるいは ｢窮乏
状態｣ であり, ドイツ
語 Notstand と同一語
感｡
責任
スペイン語 日本語 ドイツ語 備考
actio libera in causa
(ラテン語)
原因において自
由な行為
actio libera in causa
(ラテン語)
actio libera in sua causa
とも｡
	
 精神錯乱 seelische Abartigkeit 20条１号による責任阻
却事由

 精神異常 seelische 
 20条１号による責任阻
却事由
conciencia de
antijuridicidad
違法性の認識 Unrechtsbewusstsein
culpabilidad 有責性・責任 Schuld 通常は責任という意味
で使うが, 責任能力は
あるものの責任を問え
ないという意味で in-
culpabilidad を使うこ
とがある｡ この場合は,
責任能力そのものがな
い場合を示す inimpu-
tabilidadと対比される｡
imputabilidad ①責任
②答責性
①Schuld
②Verantwortlichkeit
通常は答責性の意味で
使用するが, 責任阻却
事由のうち責任無能力
である場合の ｢責任無
能力｣ に inimputabili-
dadを使用する,
miedo insuperable 克服不能な恐怖 unvermeidbare Frucht 20条６号による責任阻
却事由
犯罪の完成段階
スペイン語 日本語 ドイツ語 備考
actos preparatorios 予備 Vorbereitung
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	
 陰謀 Konspiration
	
 既遂 Vollendung
delito putativo 幻覚犯 Wahnverbrechen
delito imposible 不能犯 untauglicher Versuch
desistimiento 中止・中止行為 
―desistimiento en
la tentativa
中止犯 vom


 実行 
―comienzo de la


実行の着手 Ansetzen der

―principio de


実行の着手 Ansetzen der

principioは ｢原則｣ の
他に ｢開始｣ の意味も
	
 実行未遂 beendeter Versuch 旧 刑 法 に お け る
tentativaと既遂の間｡
現行刑法では廃止｡
	
 挑発 Provokation 18条１項
tentativa 未遂犯 Versuch 旧刑法では ｢着手未遂｣
の意味｡
―tentativa acabada 終了未遂／実行
未遂
beendeter Versuch
―tentativa
inacabada
未終了未遂／着
手未遂
unbeendeter Versuch
―tentativa 
	 不能未遂 untauglicher Versuch 直訳すると不適切未遂｡
ドイツ語の untauglich
にも ｢不適切｣ の意味
がある｡
―tentativa
supersticiosa
迷信犯 	Versuch
―tentativa irreal 非現実未遂・迷
信犯
irrealer Versuch
共犯
スペイン語 日本語 ドイツ語 備考
accesoriedad 従属性 
		 正犯 (性) 	
―		directa 直接正犯 unmittelbare
	
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―conjunta 共同正犯 	
 →
―mediata 間接正犯 mittelbare 

 共犯 (性) 	
 →
	 従犯 Teilhehmer /
Beteiligter
			 共犯 Teilnahme/
Beteiligung
罪数
スペイン語 日本語 ドイツ語 備考
	 吸収 Absorption
alternatividad 択一関係 		

concurso de delitos 犯罪の競合 Konkurrenz
concurso ideal 観念的競合 Idealkonkurrenz
concurso real 実在的競合 Realkonkurrenz
especialidad 特別関係 		

subsidiariedad 補充関係 			

制裁
スペイン語 日本語 ドイツ語 備考
medida de seguridad 保安処分 
multa 罰金 Geldstrafe
―multa 日数罰金 Tagessatzgeldstrafe
punibilidad 可罰性・要罰性 Strafbarkeit /
 	
それぞれの犯罪成立要
素の刑罰妥当の質的な
いし量的性質を指す用
法と犯罪成立確定後の
刑罰必要性を指す用法
がある｡
pena 刑罰 Strafe
―pena de muerte 死刑 Todesstrafe 現在は廃止｡
―pena de trabajos
en benificio de la
comunidad
社会奉仕刑 	 	
Arbeit als Strafe
(１) 法律用語辞典としては, 山田信彦 『スペイン語法律用語辞典』 (信山
社, 2006年) がある｡ 同書は広い分野について西日・日西の用語が掲載
されており, 優れた辞典であるが, 刑法用語辞典として使うのにはやや
難点がある｡ たとえば, 同書には日本刑法学においてはすでに定着して
いる ｢構成要件｣ の語がない (tipoは ｢犯罪類型｣ と訳出されている)｡
(２) その際, 独・西の簡易な法律用語辞典である GerhardRechtss-
panisch Deutsch-Spanisch Spanisch-Deutsch, 3. Aufl., 2012. を参照したが,
同書はきわめて簡易なものであるため (ベルリンのウンターデンリンデ
ンからフリードリヒ通り駅に向かったところにあるドゥスマン書店で,
ドイツ語で書かれたスペイン語学習の参考書を探していた際に偶然見つ
けて購入したものであり, 必ずしもこれが優れた法律用語辞典であると
主張するわけではない) 参考程度にとどめた｡ ドイツ語訳語の選択は,
基本的にスペインの刑法教科書とドイツ (一部オーストリア) の刑法教
科書とを突き合わせながら訳語を選択したものである｡
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―pena privativas
de libertad
自由刑・自由剥
奪刑
Freiheitsstrafe
―penas privativas
de derechos
権利刑・権利剥
奪刑
Aberkennung von
Rechten als Strafe
	
	 時効 
	
 禁錮 Freiheitsstrafe
―	

permantente
終身刑 lebenslange
Freiheitsstrafe
2015年の刑法改正によ
り新設｡


	de la
pena
執行猶予 Strafaufsetzung
